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４．２　プロジェクト報告

（１）電子図書館の整備状況および動向に関する調査研究

人文社会科学研究科　　矢澤　真人

附属図書館協力者　　富田健市（平成19年度）平岡　博（平成18年度）

金藤伴成、平田　完 　　　　　　　　　　

＊年度の記載がない者は、平成18～19年度 

1．はじめに

　本プロジェクトは、「電子図書館の高次機能に関する研究」のうちの基礎的な調査に関する研究を行うも

のであり、全国の大学図書館における学術情報整備及び運用形態の変化に関する現況調査を行い、加えて、

今後の大学図書館がめざす方向を明らかにすることを目標にしている。平成18年度及び19年度は、「全国国

立大学電子図書館電子化資料一覧」の更新および分析、電子図書館の利便性に関する調査・研究、既存図書

の電子化に関わる調査・研究を行い、データベースとしてWebで公開した。

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/RD_DL/index.htm

http://www.lingua.tsukuba.ac.jp/~myazawa/dl/index.html

　＊同一内容をそれぞれのサイトで公開

2．全国国立大学電子図書館電子化資料一覧データベース

2.1　調査の概要

　本データベースは、筑波大学学内プロジェクト「電子図書館の重点機能に関する調査開発研究」の基礎資

料とするために、全国国立大学附属図書館のホームページ（サイト）で公開されている電子化資料について、

その内容、所在（URL）、ファイル形式などを調査したものである。これらの情報は、これまでも他機関に

よって調査公開が行われているが、最新の情報を能動的に収集することにより、「電子図書館」の現状分析・

検討用の資料を提供することを目的としている。

参考：琉球大学 附属図書館「電子化資料リンク集」

　　　http://www.lib.u-ryukyu.ac.jp/erwg/index.html

　　　東京大学 附属図書館・情報基盤センター「インターネット学術情報インデックス」

　　　http://resource.lib.u-tokyo.ac.jp/iri/url_search.cgi

2.2　内容

2.2.1　分類

　各大学の附属図書館がWeb上に公開しているコンテンツは多種多様であるが、本一覧では、電子化資料を

概ね次のようなタイプに分類している。

Ａ．全文資料・データベース・コレクション

　 　貴重書や大型コレクション類、学内刊行物を、画像や文書の形で電子化したもの。あるいは電子化資料

の検索システム。

Ｂ．展示資料

　　大学あるいは附属図書館の企画展示を電子化したもの。ポスターや資料など。
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Ｃ．大学・地域資料

　 　大学や地域に関連する資料を電子化したもの（前者は一般的に大学ホームに置かれている場合が多いと

思われる。後者は上のA、Bと一部重複する）。

Ｄ．教育資料

　　学位論文の関連資料やシラバスの補足資料など。

Ｅ．図書館資料

　　附属図書館の広報資料（館報）、報告書、公開講座資料、業務資料など。

2.2.2　収集対象

　次のような緩やかな形の基準を設けている。

　・ 利用案内、開館カレンダー、申請書類、新着図書一覧の類は除く（概要、図書館報等の全文情報、シラ

バス、コレクション一覧等は含める）。

　・リンク集、検索サービス等は除く（画像を含んだ資料の紹介、学術刊行物の目次情報等は含める）。

2.2.3　調査項目

　1　大学名、大学HP所在（URL）

　2　＜図書館名＞または（分館名）、図書館HP所在（URL）

　3　●資料種類

　4　○資料名、ファイル形式、所在（URL）

　5　特記事項

　6　アクセシビリティの注記（外国語コンテンツ、携帯用専用ページなど）

例として小樽商科大学附属図書館の調査結果を示す。

１　大学名 小樽商科大学

　　大学HP・URL http://www.otaru-uc.ac.jp/htosyo1/

２　図書館名 ＜小樽商科大学 附属図書館＞

　　図書館HP・URL http://www.otaru-uc.ac.jp/htosyo1/

３　資料種類 ●貴重書展示室（試験運用）　

４　資料名 ○小樽商科大学附属図書館漢籍画像データ（PDF）

　　資料所在URL http://bunken.ih.otaru-uc.ac.jp/kanseki/

　　資料ファイル形式 ※資料15点の解説と画像（３ページ分（ jpg））、全文（PDF）。

５　特記事項 ・経部『論語古注集箋』

 ・史部『日本国志』『日本源流考』『蒙古游牧記』『日本訪書志』『両漢金石記』

 ・子部『荀子集解』『近思録』『性理全書』『老子道徳経解』『荘子集釈』

 ・集部『楚辞集注』『遜志斎集』『楊園先生全集』『詞律』

４　資料名 ○小樽商科大学附属図書館洋書画像データ

　　資料所在URL http://bunken.ih.otaru-uc.ac.jp/yosho/

　　資料ファイル形式 ※著者名リストとタイトル（邦題）リストから。

５　特記事項 資料15点の解説と画像（外観と３ページ分（ jpg））、全文（PDF）。

 ・シャルル・サン＝ピエール『永久平和論』
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 ・ジャン＝ジャック・ビュルラマキ『公法原理』『自然法原理』

 ・ウィリアム・ゴドウィン『政治的正義』

 ・メアリ・ウルストンクラフト『女性の権利の擁護』

 ・ガブリエル・マブリ『マブリ著作全集』

 ・カンバセレス文庫『人頭税について［手稿］』『会計院の権限［手稿］』

 　『ユスティニアヌス法典に基づく諸制度［手稿］』『法令集［手稿］』

 　『ルイ14世の勅令［手稿］』『判例集［手稿］』

 　クロード・セレ『フランスの法制度』、ルソー・デュ・ラ・コンブ『法令・判例集』

 　『民法典に関するコンセイユ・デタ議事録』

６　アクセシビリティ ※アクセス：英語ページ等なし。

付記

　本資料の作成に当たっては、茂木俊伸、冨樫純一、石田尊の３氏の協力を得た。

　また、情報の更新に当たっては、宮城信氏の協力を得た。


